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議長・副議長・監査委員の選出

大川 裕 議長、木村 正彦 副議長を選出
議会選出監査委員に 篠原 弘 議員

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
小
田
原
市
議
会
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
最
前
線
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
従

事
者
を
は
じ
め
、
感
染
拡
大
防

止
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

市
民
・
関
係
者
の
方
々
に
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
令

和
３
年
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
、
小
田
原
市
議
会
の
議
長
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
歴
史
と
伝
統
あ
る
小
田
原
市

議
会
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
諸
先
輩
議
員
の
「
想

い
」
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
議

長
、
副
議
長
の
職
に
あ
る
者
と

し
て
、
公
平
・
公
正
・
中
立
を

旨
と
し
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た

効
率
的
な
議
会
運
営
に
向
け
て
、�

「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
掲
げ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」

　
近
年
の
特
撮
映
画
や
ア
ニ
メ�

な
ど
に
お
い
て
は
、「
シ
ン
・�

○
○
○
」
と
い
っ
た
よ
う
に

題
名
に
「
シ
ン
」
を
冠
し
た

作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

議
会
も
ま
さ
し
く
こ
れ
か
ら�

「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
が
来
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

カ
タ
カ
ナ
の
「
シ
ン
」
の

　意
味
す
る
と
こ
ろ

　
こ
の
カ
タ
カ
ナ
の
「
シ
ン
」

の
文
字
に
は
、
見
る
人
の
解
釈

の
仕
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
や

想
い
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
「
シ
ン
」

と
打
ち
込
む
と
、
新
、
進
、
信
、

親
…
…
と
、
実
に
た
く
さ
ん
の

文
字
が
出
て
き
ま
す
。

時
代
の
転
換
期
に
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
「
シ
ン
」

　
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
私
た
ち
は
意
識

や
価
値
観
の
変
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
加
速
な
ど
、「
ニュ
ー

ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）」
の
時
代

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
令
和
４
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総
合

計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、ま
さ
に「
転

換
期
」
と
言
え
ま
す
。
　

　
そ
の
よ
う
な
中
、
議
員
一
人

一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
シ
ン
」

を
胸
に
、
議
会
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
、
よ
り
良
い
議
会

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
新
し
く
、
進
ん
だ
、
信
頼
さ

れ
、
親
し
み
の
あ
る
議
会
、
そ

ん
な
「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
、
決
意
の

一
端
を
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
お
よ
び
経
営
に
係
る

事
業
の
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
監
査
す
る
た

め
、
本
市
に
は
３
名
の
監
査

委
員
が
お
り
、
そ
の
う
ち
の

１
名
を
市
議
会
議
員
か
ら
選

出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
、
篠
原
弘
議

員
が
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

深
親
審伸

真

信

辛進

新
芯

大川　裕
第64代 議長

木村　正彦
第73代 副議長

篠原　弘
監査委員

議
会
選
出
監
査
委
員

  

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

～ 「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
に
向
け
て 

～ 
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４月臨時会・５月臨時会の概要等

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

　
　
補
正
予
算
を
可
決

�

１
億
２
３
３
５
万
５
千
円

特別委員会
の中間報告

繰越計算書
の報告等

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化

す
る
中
で
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
生
活
支

援
の
観
点
か
ら
、
児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支
給
す
る
。

　
５
月
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
併
せ
て
支
給
す
る
た

め
、
４
月
16
日
に
臨
時
会
を
開
催
、
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
で
審
査
を
行
っ
た
。

　
交
通
事
故
等
の
損
害
賠
償
の
専
決
処
分
の
報
告
が
３
件
、

令
和
２
年
度
会
計
予
算
の
う
ち
、
継
続
事
業
や
年
度
内
で

の
完
成
が
困
難
と
な
っ
た
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
翌
年
度

に
予
算
繰
越
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
、
繰
越
計
算
書

の
報
告
が
９
件
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
小
田
原
市
新
病
院
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

�

に
お
け
る
質
疑

　
給
付
対
象
者
は
、
４
月

分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
が
主
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
要
件

に
合
致
す
る
方
に
、
ど
う
周
知

を
行
う
の
か
。

　
昨
年
度
の
「
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
」
の
対
象
者
に
は
案
内
を
送

付
す
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
市
の
福
祉

健
康
部
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
等
に
チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
。

問答

４月臨時会５月臨時会

会 　 派 　 名
（届出順）

議　　員　　構　　成
控室電話番号

代表者 構　成　員
日 本 共 産 党 田中　利恵子 横田　英司、岩田　泰明 33-1789
新 生 ク ラ ブ 俵　　鋼太郎 清水　隆男、小谷　英次郎 33-1784
公 　 明 　 党 奥山　孝二郎 楊　　隆子、荒井　信一、金崎　　達 33-1786

誠 風 加 藤　仁 司
井上　昌彦、大川　　裕、篠原　　弘
鈴木　和宏、神戸　秀典、池田　彩乃
宮原　元紀

33-1782・1783

志 民・ 維 新 の 会 安 野 裕 子 武松　　忠、鈴木　美伸、杉山　三郎
鈴木　敦子 33-1780・1785

緑 風 会 鈴 木 紀 雄 木村 正彦、川久保 昌彦、角田 真美 33-1787
※ 小田原市議会における「会派」とは、所属政党や政策を同じくする議員のグループ（３名以上）の

ことをいいます。

会派の構成が次のとおり変わりました。（代表者以外は、当選回数順）（令和３年５月24日現在）

会 派 の 構 成

　
　
※�

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ

の
給
付
金
の
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月
定
例

会
に
補
正
予
算
（
１
億
５
８
４
５
万
円
）
が
上
程

さ
れ
、
可
決
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
等
は

こ
ち
ら
か
ら
。

定例会と臨時会
　小田原市議会の定例会は、
毎年３月、６月、９月および
12月に開くことが定められて
おり、それ以外に、必要があ
る場合、その案件に限り招集
されるのが臨時会です。
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常任委員会等の構成

　本会議で審議される議案等は、テーマが多岐にわたるため、効率的な議事運営のために、
分野ごとに常任委員会を設置し、詳細な審査を行っております。
　本市議会では、４つの常任委員会を設置しており、議員は議会広報広聴常任委員会を除
く常任委員会のうち、いずれか一つの常任委員会に所属しています。
　５月臨時会で、新たな委員構成になりましたので、ご紹介いたします。

常任委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）

委員長

鈴
すず

木
き

美
よし

伸
のぶ

（志民・維新の会）

木
き

村
むら

正
まさ

彦
ひこ

（緑風会）
楊
よう

隆
たか

子
こ

（公明党）

副委員長

池
いけ

田
だ

彩
あや

乃
の

（誠風）

篠
しの

原
はら

弘
ひろし

（誠風）

鈴
すず

木
き

敦
あつ

子
こ

（志民・維新の会）

小
こ

谷
だに

英
えい

次
じ

郎
ろう

（新生クラブ）

鈴
すず

木
き

和
かず

宏
ひろ

（誠風）

岩
いわ

田
た

泰
やす

明
あき

（日本共産党）

総　務
常任委員会

議会事務局、企画部、総務
部、市民部、防災部、環境
部、消防本部、監査事務局
の所管に属する事項および
他の委員会の所管に属しな
い事項

委員長

俵
たわら

鋼
こう

太
た

郎
ろう

（新生クラブ）

角
つの

田
だ

真
ま

美
み

（緑風会）
宮
みや

原
はら

元
げん

紀
き

（誠風）

副委員長

金
かな

崎
ざき

達
とおる

（公明党）

加
か

藤
とう

仁
ひと

司
し

（誠風）

安
やす

野
の

裕
ゆう

子
こ

（志民・維新の会）

武
たけ

松
まつ

忠
ただし

（志民・維新の会）

川
かわ

久
く

保
ぼ

昌
まさ

彦
ひこ

（緑風会）

田
た

中
なか

利
り

恵
え

子
こ

（日本共産党）

厚生文教
常任委員会

文化部、福祉健康部、子ど
も青少年部、市立病院およ
び教育委員会の所管に属す
る事項
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常任委員会等の構成

小田原市
新病院建設調査
特別委員会
新病院の建設・調査に
関する事項

議会運営
委員会

議会の運営や議長の
諮問に関する事項

議会広報広聴
常任委員会

議会の広報および広聴に
関する事項

建設経済
常任委員会

公営事業部、経済部、都市
部、建設部、上下水道局お
よび農業委員会事務局の所
管に属する事項

委員長

神
かん

戸
べ

秀
ひで

典
のり

（誠風）

杉
すぎ

山
やま

三
さぶ

郎
ろう

（志民・維新の会）
鈴
すず

木
き

紀
のり

雄
お

（緑風会）

副委員長

清
し

水
みず

隆
たか

男
お

（新生クラブ）

奧
おく

山
やま

孝
こう

二
じ

郎
ろう

（公明党）

荒
あら

井
い

信
のぶ

一
かず

（公明党）

井
いの

上
うえ

昌
まさ

彦
ひこ

（誠風）

大
おお

川
かわ

裕
ゆたか

（誠風）

横
よこ

田
た

英
えい

司
じ

（日本共産党）

委員長 井上 昌彦（誠風）

鈴木 敦子（志民・維新の会）
池田 彩乃（誠風）
岩田 泰明（日本共産党）

副委員長 角田 真美（緑風会）

荒井 信一（公明党）
清水 隆男（新生クラブ）

委員長 楊 隆子（公明党）

鈴木 紀雄（緑風会）
武松 忠（志民・維新の会）
田中 利恵子（日本共産党）

副委員長 宮原 元紀（誠風）

神戸 秀典（誠風）
小谷 英次郎（新生クラブ）

委員長 鈴木 和宏（誠風）

宮原 元紀（誠風）
楊 隆子（公明党）
横田 英司（日本共産党）

副委員長 川久保 昌彦（緑風会）

杉山 三郎（志民・維新の会）
小谷 英次郎（新生クラブ）

その他の委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）
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６月定例会の議案から

６
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
お
よ
び
条
例
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
市
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
に
係
る
議
案
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
小
田
原
駅
周
辺
地
区
に
お
い

て
、
起
業
者
が
出
店
す
る
際
の

受
け
皿
と
な
り
得
る
物
件
を
増

や
し
、
魅
力
的
な
店
舗
の
集
積

を
図
る
こ
と
で
、
商
店
街
の
賑

わ
い
創
出
を
目
指
す
。

　
設
備
の
老
朽
化
等
を
理
由
に

貸
し
出
さ
れ
て
い
な
い
空
き
店

舗
・
空
き
家
・
空
き
事
務
所
の

所
有
者
に
対
し
、
店
舗
と
し
て

貸
し
出
す
た
め
の
修
繕
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
。

　
併
せ
て
、
早
期
に
顧
客
を
獲

得
し
、
経
営
安
定
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
出
店
者
に
対
し
、
開
業

当
初
に
必
要
と
な
る
広
告
宣
伝

費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

　
な
お
、
財
源
と
し
て
、
国
の

補
助
金
（
補
助
率
２
分
の
１
）

を
活
用
す
る
。

　
空
き
家
化
の
予
防
、
空
き
家

等
の
流
通
・
利
活
用
と
適
正
管

理
の
促
進
を
基
本
方
針
と
す
る

小
田
原
市
空
家
等
対
策
計
画
の

計
画
期
間
が
令
和
４
年
度
で
終

了
す
る
。

　
引
き
続
き
、
こ
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
、
委
託
に
よ
り
、

市
内
の
空
き
家
の
実
態
を
調
査

し
、
次
期
空
家
等
対
策
計
画
策

定
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

　
実
態
調
査
で
は
、
市
が
保
有

し
て
い
る
空
き
家
等
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
水
道
休
止
情
報
等
に

よ
り
、
調
査
対
象
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
後
、
現
地
調
査
や
所
有

者
等
の
特
定
を
行
う
。
ま
た
所

有
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
す
る
。

　
な
お
、
財
源
と
し
て
、
国
の

補
助
金
（
補
助
率
２
分
の
１
）

を
活
用
す
る
。

〔
所
有
者
へ
の
補
助
〕

　対
象
経
費

・
店
舗
や
事
務
所
と
居
住
部
分
を

　
分
け
る
工
事

・
店
舗
内
部
の
解
体
、
補
修

・
ト
イ
レ
の
洋
式
化

・
給
排
水
管
の
入
れ
替
え
、
補
修

・
雨
漏
り
の
補
修

　補
助
率

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
上
限
１
０
０
万
円
）

　交
付
条
件

・
10
年
間
の
物
件
提
供

・
市
Ｈ
Ｐ
等
に
補
助
金
活
用

　
物
件
と
し
て
の
公
表
に
同
意

〔
出
店
者
へ
の
補
助
〕

　対
象
経
費

・
チ
ラ
シ
作
成

・
タ
ウ
ン
紙
等
掲
載

・
Ｈ
Ｐ
開
設

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告

　補
助
率

　
対
象
経
費
の
2
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

　交
付
条
件

・
近
隣
商
店
会
等
へ
の
加
入

予
算
額
５
５
０
万
円

〈
内
訳
〉

　
所
有
者
１
０
０
万
円
×
５
件

　
出
店
者
10
万
円
　
　
×
５
件

空
き
店
舗
等
利
活
用
促
進
事
業
費
補
助
金

新
計
画
策
定
に
向
け
、
空
家
等
実
態
調
査
を
委
託

６
月
定
例
会
の
議
案
か
ら

小田原年金事務所

詳細な資料はこちら
（建設経済常任委員会資料）

詳細な資料はこちら
（総務常任委員会資料）

スケジュール（予定）
令和３年 令和４年

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
事業者選定

調査対象リストの作成

現地調査等・所有者等の特定

アンケート調査

成果物の作成 議案一覧



※1	 署名：自己の氏名を自署すること
※2	 	記名押印：印刷等、自署以外の方法で氏名を記し

押印すること
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６月定例会の議案から

　５月11日（火）、足柄小学校の６年生80人が
社会科の授業の一環で議場見学に訪れました。
　新型コロナウイルス感染症予防に配慮しなが
ら議長室や傍聴席を見学するとともに、議場で
は、実際に、市長や議員の席に座り、市議会の
仕組みや制度の説明を受けた後に、議員席から
市政や議会に関する質問を行いました。
　「議員の仕事は、議会が開かれていないとき
にはどんなものがあるのか」、「税金はどんなこ
とに使われているのか」、「なぜ18歳から選挙が
できるようになったのか」などの質問が寄せら
れ、議会に対して興味や関心を持っていただく
とともに理解を深めていただく機会となりまし
た。

豊かな学びの実現に向けたさらなる教職員定数
改善と令和４年度政府予算に係る意見書（要旨）

　さまざまな教育課題への対応のためには、さ
らなる加配教員の充実等が必要であり、国にお
いては次の措置を講じられるよう強く要望す
る。

１	　小学校の35人学級を計画的に進め、中学校・
高等学校での35人学級編制の標準を早急に策
定すること。また30人学級の実現に向けた検
討を行うこと。

２	　学校の働き方改革・長時間労働の是正を実
現し、教職員が子どもと向き合う時間を確保
するために、加配教員の配置増など教職員定
数改善を推進すること。またスクール・サポー
ト・スタッフを全校配置すること。

３	　子どもたちの心に寄り添うための、スクー
ルカウンセラー、スクールソーシャルワー
カーの拡充を行うこと。児童から積極的に質問がありました

小学生が授業で議場を見学！ 次の意見書を
　　　　国等に提出しました

請願書（陳情書）における押印が不要になりました！
　行政手続等において求めてきた押印の原則廃止を広く推進している政府の方針を踏まえ、行政手続に
おける市民等の負担の軽減、利便性の向上を図るため、請願書の押印要件を見直しました。
　これに伴い陳情書も同様の扱いになります。
（小田原市議会会議規則の一部を改正する規則　令和３年６月22日の本会議で可決）

　邦文を用いて次の事項を記載し、
押印が必要。

　・請願の趣旨
　・提出年月日
　・	請願者の住所および氏名
　　（	法人の場合にはその名称	

および所在地）

　邦文を用いて次の事項を記載し、
請願者（法人の場合には代表者）が
署名（※1）すれば押印は不要（記
名押印※2も可）。

　・請願の趣旨
　・提出年月日
　・	請願者の住所
　　（	法人の場合にはその名称	

および所在地）

見直し前 見直し後
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常任委員会の審査概要

　伊賀・甲賀の忍者と異なり、本市の観
光ブランドとしての忍者はまだなじみが

薄いと思うが、今回取り上げた理由を伺う。
また観光客の誘客という目的であるならば、
既存のブランドや知名度の高いものをＰＲし
た方が効果的であると思うが、見解を伺う。

　本市の歴史・文化コンテンツである忍
者の、観光ブランドとしての磨き上げと

掘り起こしのため、取り上げたものである。
本市でも、忍者は既存のブランドであり、	
「風魔まつり」等のイベントを実施してきたが、
もう一押しするため、新たなコンテンツをつ
くりたいと考えている。

問

答

　不動産鑑定の結果等を踏まえ、旧内野醤油店
を公有化するとなった場合、市民の理解を得ら

れるような利活用の構想について、現在の市の見解
を伺う。

　旧内野醤油店は、邸園文化や板橋地区に残る
なりわい文化・職人等の情報発信拠点および交

流拠点の施設として、活用を検討してきた。
検討に当たり、民間事業者や地元関係者にもヒア
リングをしたところ、宿泊やカフェ、コワーキング
スペース等の複合施設といった、さまざまな活用案
が挙げられている。

問

答

　木製の立ち入り防護柵を設置するとのこと
だが、その耐用年数について伺う。
また設置予定の立ち入り防護柵の高さは、以前
より低くなるようだが、安全性について伺う。

　馬出門や銅
あかがねもん

門の事例から、20年以上の耐用
年数があることは確認できている。素材には、

耐久性の高いハードウッド材を使用する予定であ
る。高さについては、一般的な転落防護柵は、1.1
メートル程度必要だが、安全性を考慮して1.35メー
トルとした。

問

答

厚生文教常任委員会

　国内だけでなく訪日外国人にも人気の高い忍
者をテーマとしたコンテンツをつくり、パフォ	
ーマンスやニーズ調査を実施することで、持続
可能な新たな誘客手段の検討・開発を行う。

　旧内野醤油店を適切に維持・保全し、民間活用によ
り回遊性の向上と地域の活性化を図るため、土地・建
物の不動産鑑定および測量を実施する。

　小田原城址公園二の丸広場に設置されている既存
のコンクリート塀は、経年劣化により亀裂等が生じ
ていることから、撤去するとともに、木製の立ち入
り防護柵を設置する。

【補正予算】
テーマは「忍者」
観光客の新たな誘客手段を検討・開発

【補正予算】
国の登録有形文化財「旧内野醤油店」
歴史的価値を生かした活用を検討

【補正予算】
二の丸広場のコンクリート塀を撤去
木製の立ち入り防護柵を設置

「こんな報告もありました」
●新しい働き方に関する協議会等　など

建設経済常任委員会

◀
位
置
図

◀
対
象
の
敷
地

工場

穀
蔵

現住居

店舗兼主屋ほか

旧内野醤油店

N
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常任委員会の審査概要

　市民会館跡地等の活用に当たり、現時点
では、どのようなイメージで整備を進めよ

うと考えているのか。
　整備予定エリアは、三の丸地区のうち小
田原城の正規登城口に面するエリアである

が、コロナ禍の問題、ここ数年の小田原駅、小
田原城周辺のハード面での変化も踏まえ、駐車
場等の充足率なども把握しながら、最終的な方
向性を考えていく。

問

答

　協議会の事業内容としては、情報提供等
が多いようだが、利用者からは多少なりと

も収入を得たいとの声もあると思う。そこで、
市の考え方について伺う。

　当初は、市民活動・ボランティアといっ
たイメージで動き出した部分もあるが、実

際には就労に向けた声もかなりある。
事業実施に当たっては、就労に限定するもの
ではないが、シニアの方の声も踏まえ、よりニー
ズに応えられるような形で支援していきたい。

問

答

　将来の職人を育成する研修については高
校生が対象とのことだが、高校生以外は参

加できないのか。またこの研修を行ったことで、
職人の道に進んだ生徒はいたのか。

　研修は小田原城北工業高校の授業の一環
として実施しているため、対象は高校生の

みとなっている。
生徒の進路は、大工・職人を含む建設会社へ
の就職や、専門学校・大学への進学などとなっ
ている。

問

答

厚生文教常任委員会

　「三の丸地区の整備構想（平成30年９月策定）」
に位置付けた短期計画の整備に向け、整備予定エ
リアの活用計画を作成する。また「三の丸地区の
整備構想」では観光バスの乗降場や駐車場、広場
等の整備をはじめ、城跡にふさわしい活用を検討
することを短期計画の整備方針としているが、そ
の後の状況の変化などを踏まえ、整備機能を再検
討する。

　国では、生涯現役社会の実現に向け、地方自治
体が中心となり構成される協議会からの提案に基
づき、地域における高年齢者の就労促進に資する
事業を幅広く実施している。
　このたび、実施主体である小田原市生涯現役推
進協議会の事業が国に採択されたことに伴い、国
から委託費の支払いがあるまでの間、本協議会の
運営資金について市が無利子の貸付を行う。

　市の歴史的建造物の修復を通じ、職人を対象と
した伝統工法技術の維持・継承のための実践的研
修と将来の職人育成に向けて、高校生を対象とし
た研修を行う。

【補正予算】
市民会館跡地等の活用計画
国補助金を財源に作成を委託

整備予定エリア

主な委託内容
■基礎調査
上位関連計画の整理、土地利
用や地区の現況調査

■機能・ニーズ調査
市民や来訪者のニーズ調査、
民間事業者の参入意向調査

■活用方針の検討
導入機能、施設規模等の検討

■実現化方策の検討
整備手法、管理運営手法の
検討

【補正予算】
生涯現役社会の実現に向け
事業実施主体の協議会へ運営資金を貸付

【補正予算】
伝統工法技術の維持・継承のため
職人育成研修を実施

総務常任委員会

「こんな報告もありました」
●子育て世代包括支援センター分室の開設　など

「こんな報告もありました」
●総合計画審議会のあり方等　など

市民会館

市民ホール

検察庁
裁判所

三の丸地区の
整備構想エリア

整備予定エリア

凡例

N
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一般質問

一般
質問

　６月定例会では、20人の議員が
一般質問を行い、市政に対する疑
問点や将来の展望などについて、
市長等の考え方を確認しました。
　ここではその一部を紹介します。

≪質問一覧はＨＰで確認できます≫

　国家公務員については、60歳から65歳への
定年引き上げの関係法令整備が進んでおり、

また地方公務員も必要な措置を行うことになるが、
年齢による段階的措置、役職定年制度、定年前再
任用短時間制度および給与に関する措置、それぞ
れの概要を伺う。

　年齢による段階的措置は、令和５年度から
定年を現在の60歳から65歳まで２年ごとに１

歳ずつ延長するものである。役職定年制度は、原
則60歳に達した管理職はその翌年度に管理職以外
の職に異動となるものである。定年前再任用短時
間制度とは、60歳以後に退職した職員を短時間勤
務の職で本来の定年退職日に当たる日まで再任用
ができる制度である。給与に関する措置について
は、60歳を超える職員の給料月額を当分の間、60
歳前の７割水準に設定するものである。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦防災対策
◦新病院建設に伴い検討すべき課題等　など

市職員の定年延長
実施に向けた措置の概要を伺う

川久保　昌彦

　何年も使用していない公共の土地建物等が
ある。アフターコロナにおける地域経済、本

市の財政状況を考えると、市民の利便性を考慮し
たまちづくりが必要と考えるが、市所有の土地建
物等の管理運営に、民間のノウハウを取り入れる
考えはないのか伺う。

　総合計画の基礎となる2030ロードマップで
は、公民連携をまちづくりの推進エンジンの

一つとして位置付けている。
　本市がヒルトン小田原リゾート＆スパの従業員
宿舎として貸し付けていた「ハイツ寿」の例では、
売却に向け、事前にサウンディング型市場調査を
行い、民間事業者の意見やニーズを聴取の上、公
募要件等の参考としている。今後も民間のノウハ
ウの活用など、公民連携を意識した事業展開に努
めていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦小田原・箱根気候変動ワンチーム宣言
◦「世界が憧れるまち“小田原”」の伊豆湘南道路

未活用の土地や建物
公民連携による活用を

奥山　孝二郎

　自宅からバス停や駅までの距離がある交通
不便地域では、生活への支障や外出機会の減

少が危惧される。今後は増加する運転免許証を自
主返納した高齢者を含め、交通弱者の移動手段の
確保に向けたさらなる検討が必要となる。
　そこで誰もが移動に困らない社会の実現に向
けた市の取り組みを伺う。

　まずは路線バスを維持・確保していくため、
運行経費の一部補助を行うほか、無料乗車券

の配布等、商業者やバス事業者との公民連携によ
り利用促進に努めている。また要介護者等を対象
に福祉タクシー利用助成事業の実施やＮＰＯ法人
等が行う福祉有償運送の周知、片浦地区まちづく
り委員会で高齢者等を対象に実施の「おでかけサ
ポート」の支援といった交通弱者対策に取り組ん
でいる。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦新生児難聴の早期発見・早期療育への取り組み
◦小田原市における男女共同参画社会の推進　など

交通不便地域の交通弱者対策
移動に困らない社会の実現は

　　楊　隆子
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一般質問

　有識者がまとめた東日本大震災の教訓によ
ると、危機管理と対応計画は、最悪のシナリ

オに基づいている必要があるとされている。近年、
富士山の大噴火や台風による相模湾の高潮の被害
想定が示され、富士山ハザードマップの改定も行
われているが、本市における地震・津波・噴火・
洪水・土砂・高潮等の災害の規模や被害想定、また
現在想定されている最悪のシナリオについて伺う。

　地震では相模トラフ沿いの海溝型地震（西
側モデル）をマグニチュード8.7として、１

万５千人を超える人的被害、４万棟を超える建物
被害が発生すると想定されているが、他の災害で
は、詳細な被害想定はされていない。台風到達時
の地震発生などが最悪のシナリオとなるが、その
被害想定は技術的な課題もあり、示されていない
現状にある。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦事前防災の取組状況
◦不確実な状況下での判断と対応

想定される災害の規模と被害
また最悪のシナリオとは

　　武松　忠

　５月７日付神奈川新聞に、災害時の避難所
運営リーダーが県下９市町で女性「ゼロ」と

の記事があり、９市町には小田原市が含まれていた。
　トイレに行きづらい、着替える場所がないといっ
た女性行動心理への配慮、妊産婦や乳幼児を抱え
た方への対応等、避難所運営には女性の視点の反
映が急務であると考えるが、本市の対応を伺う。
た。　本市では昨年国が策定した「男女共同参画

の視点からの防災・復興ガイドライン」に基
づき、「広域避難所運営マニュアル作成のガイドラ
イン」の改訂を行った。
　また広域避難所運営委員会には女性委員が含ま
れている上、複数の女性職員を配備し、広域避難
所の運営に当たっている。今後も男性への意識啓
発を含め、女性の意見を取り入れられるよう支援
していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦郷土資料等の収蔵および活用

災害時の広域避難所
女性の視点を取り入れた運営を

　角田　真美

そ の 他 の 質 問
◦コロナ時代のSDGsの推進
◦中学校の歴史教科書を再度、採択すること　など

ジェンダー平等の推進
「生理の貧困」に積極的に対応を

　横田　英司

　昨年の11月、スコットランド議会が「生理
用品を無料提供する法案」を全会一致で可決

した。このことは性差による不利益を仕方ないも
のとせず社会問題として捉え、それを国が補償す
るということを示したものである。
　日本においても「生理の貧困」は、このコロナ
禍で社会問題として認識され始めたが、女性たち
がより自由な社会活動を実現できる世の中にする
ために、この問題を貧困と格差の問題としてだけ
ではなく、ジェンダー平等の課題として、本市も
積極的に対応すべきと考えるが見解を伺う。

　「生理の貧困」に対しては、内閣府が女性
に対する支援策を拡充しており、本市として

も、その動向に注視しつつ、コロナ禍において一
部の女性が困難な状況にあるという現実について、
的確に対処していきたいと考えている。

問

答

　家族の世話や介護など本来大人が担うよう
なケアの責任を引き受けている、一般的に18

歳未満の子どもを「ヤングケアラー」と呼ぶが、
負担の大きさによる学業や友人関係への支障、就
職機会の喪失など深刻な問題が指摘されている。
　そこでヤングケアラーの早期発見・把握につい
て市の考えを伺うとともに、子どもたちも含めた
社会的認知度の向上に向けた取り組みを伺う。

　問題の早期発見・把握のためには、まずは
支援者がヤングケアラーを意識した、家族全

体を支援する視点を持つことが必要と考えている。
　ヤングケアラーの認知度向上に向けては、国が
令和４年度からの３年間を「集中取組期間」とし、
中高生の認知度向上を目指している。また本市で
もさまざまな相談機関に対し、研修会等で周知す
るなど、認知度向上に努めていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦長期化するコロナ禍の市内事業者への支援

表面化しにくい「ヤングケアラー」
悩みを抱える当事者の早期発見を

　　金崎　達
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一般質問

≪廣
ひろ

枝
えだ

音
おと

右
え

衛門
もん

（1905～1945）≫
　小田原市出身。昭和18年（1943年）に海軍
巡査隊の隊長として、多くの台湾人部下と共
にフィリピンのマニラに赴任した。昭和20年
（1945年）、市街戦が続く中、部下の台湾人
達には生きて故郷に帰るよう命令し、自身は
自決した。戦後、劉

りゅう

維
い

添
てん

さんをはじめとした
当時の部下達は、手厚く位

い

牌
はい

を弔い、現代に
至るまで慰霊祭が行われている。

≪地域マイクログリッド≫

　再生可能エネルギー発電設備や蓄電池等を
導入し、災害等による大規模停電時には、一
般送配電事業者が所有する配電網を活用する
ことで当該エリアに電力を供給し自立運用を
行う新たなエネルギーシステム。

●●用語解説●●

　二宮尊徳翁をはじめ本市の偉人の功績は、
郷土文化館の常設展示ガイドで紹介されてい

るが、その他にも偉人と呼べる人物はいるのか。
　また先般、本市出身および本市ゆかりの人物と
して、二人の名前を伺った。一人は本市出身の廣

ひろ

枝
えだ

音
おと

右
え

衛門
もん

氏（用語解説あり）で、太平洋戦争中
に海軍巡査隊として台湾人部隊を率いた人物であ
る。もう一人は浅

あさ

羽
ば

佐
さ

喜
き

太
た

郎
ろう

氏で、本市で病院を
開業し、べトナム独立運動指導者の潘

ファン・ボイ・チャウ

佩珠氏を支
援した人物である。両名を本市は記事等で取り上
げたことがあるのか伺う。

　常設展示ガイドに掲載がない偉人には、荻
窪堰

せき

を開削した川口廣
ひろ

藏
ぞう

氏、札幌市の都市発
展に寄与した大

おお

友
とも

亀太郎氏、郷土資料の収集保存
に尽力した片岡永

えい

左
ざ

衛
え

門
もん

氏らがいる。廣枝・浅羽
両氏については取り上げた事実は確認できない。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦選挙の時勢に応じた方策

本市出身および本市ゆかりの人物の
発掘と顕彰は

　加藤　仁司

　民間企業ではSDGsや脱炭素化を見据え
たビジョンを掲げ、食品等の容器包装の素材

の見直しにより資源循環促進やフードロス削減に
取り組むほか、カップの素材や形状の見直し、ラ
ベルの簡素化などでプラスチック削減を図るなど
具体的なアクションが進められているが、本市は
脱炭素化に向けて、今後どのように取り組むのか
伺う。

　脱炭素化に向けては、国の動きを受けて、
本市においても地球温暖化対策推進計画の見

直しに着手し、国のロードマップに示された施策
も取り入れながら、取り組みを加速させていきた
い。まずは、地域マイクログリッド（用語解説あ
り）などの先進的なモデル構築に加え、誰もが脱
炭素化に知らず知らずのうちに関わることができ
るような枠組みの構築に取り組んでいく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦広報・広聴の在り方
◦障がい者等の支援

民間企業で進む地球温暖化対策
本市における今後の展望は

　池田　彩乃

　大窪地区周辺に生息していたニホンザルS
群の全頭捕獲が実現した一方で、ここ最近は、

早川・片浦地区に生息するH群が活動範囲を広げ
ており、その被害対策が取り上げられている。
　去る６月８日開催の総務常任委員会で、H群の
全頭捕獲の着手が可能となったとの報告があり、
農業従事者や地域住民は停滞していた被害対策の
前進を高く評価しているが、本当に重要なのはこ
れからである。
　そこで本市として、Ｈ群全頭捕獲を進めるため
に今後どのような対策を講じていくのか伺う。

　捕獲を効果的に進めるため、県の専門機関
と連携し、Ｈ群の最も出没するルート上に、

群れ捕獲に最適な大型捕獲檻
おり

を設置していく。
　また群れから離れたサルに対しては、関係機関
の協力の下、箱わな等で捕獲するなど、全頭捕獲
へスピード感をもって対応していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦小田原市農業振興計画
◦小田原市公共施設再編基本計画に位置付けられた事業の進捗

農業従事者や地域住民の悲願
ニホンザルＨ群の全頭捕獲着手へ

　鈴木　和宏
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一般質問

　感染症の収束が見られない今、感染拡大を
助長したと専門家から指摘されるGｏTｏキャ

ンペーンや、リバウンドの兆候が見える中での緊
急事態宣言の解除、先進国の中で最低レベルのワ
クチン接種率など、国は完全に新型コロナウイル
ス感染症対策を誤ったと考える。
　本市も国に左右されることなく、独自に感染症
対策を行う必要があったと考えるが、これまでの
国の感染症対策をどう評価しているか伺う。

　初期の段階においては、未知の新興感染症
に対し実施すべき対策が明確ではなく、物資

が不足する状況もあったが、国は専門家の提言等
を踏まえつつ、これまで水際対策や緊急事態宣言
の発令、医療体制の整備など、総力を挙げて新型
コロナウイルス感染症を抑えこむための対策を講
じているものと認識している。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦本市の働き方改革
◦県西地域における広域的な課題　など

新型コロナウイルス感染症
国のこれまでの対策への評価は

小谷　英次郎

　菅首相は、本年４月23日の記者会見で、希
望する65歳以上の高齢者への新型コロナウイ

ルスワクチン接種について、７月末を念頭に、各
自治体が２回の接種を終えることができるよう、
政府を挙げて取り組むと表明した。
　４月末に、厚生労働省から「新型コロナワクチ
ンの高齢者向け接種の前倒しについて」が通知さ
れているが、本市の対応について伺う。

　当初は、ワクチンの供給が十分でなかった
が、令和３年４月末に国から前倒しの考えが

示された後、５月上旬には各市町村へのワクチン
供給量が明確に示されたことにより、本市の接種
計画においても現実的な見通しを立てることが可
能となった。この計画に沿い、本市では接種を希
望する高齢者に対して、７月末までに接種を完了
できるよう進めている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦�県立足柄上病院の産科休診、院内助産中止に伴う小田
原市立病院との連携・協力の方向性

高齢者へのワクチン接種時期の前倒し
国からの要請への対応は

田中　利恵子

　2025年には団塊の世代が後期高齢者となり、
終末医療の選択にあたり本人の意思確認がで

きず、医師が対応に困るケースも想定される。そ
こで自分らしい人生を全うするため、自分の情報
や希望をノートに記す、エンディングノートが高
齢者の間で話題になっているが、市の取組状況並
びに今後の方向性について伺う。

　誰もが迎える人生の最終段階に備え、高齢
者本人が家族や医療・介護の関係者と早い段

階で考えを共有できるよう、市では医師等を講師
とする終活講座を年１回開催している。この講座
では、在宅での看取りの事例紹介や、元気なうち
から本人と関係者が話し合う大切さを伝え、その
ツールとしてエンディングノートを配布している。
　今後は終活講座以外の事業でも紹介するなど、
一層の普及啓発に努めていきたいと考えている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦第６次小田原市総合計画の策定

家族のため、自分のため
エンディングノートの普及啓発は

　安野　裕子

　本市の鳥獣被害対策は「小田原市鳥獣被害
防止計画」に基づき、関係機関で構成する協

議会を中心に取り組んでいると承知しているが、
農業生産の現場では、鳥獣被害が軽減されている
という実感は希薄である。また鳥獣被害は営農意
欲の減退や耕作放棄地の増加要因でもある。
　そこで、本市の鳥獣被害対策の取り組みとその
実績、今後の被害対策について伺う。

　鳥獣被害防止対策として、侵入防止柵の設
置、わなや銃器による捕獲等を実施している。

令和２年度は侵入防止柵を2万8168メートル設置し、
イノシシ590頭、ニホンザル５頭、ニホンジカ197
頭を捕獲した。被害面積と被害額は減少傾向にあ
り、これまでの対策が効果的であったと認識して
いる。今後も引き続き、侵入防止柵の設置、わな
や銃器による捕獲等を推進していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦災害時の避難
◦小田原市公設水産地方卸売市場の再整備

本市の鳥獣被害対策
取り組みと実績、今後の展望は

　鈴木　美伸
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　本年4月、富山市の富山市公設地方卸売市
場では、企業連合が卸売市場と商業施設の建

屋をつくり、市は土地を貸す一方で賃料を払い卸
売市場を運営するとした官民連携手法により再整
備を行うことが明らかになった。これにより同市
は、施設を自前で持たず、社会情勢の変化に対応
しやすいリスクを抑えた運営ができることとなる。
　そこで本市の水産市場の再整備の検討に当たり
官民連携手法を導入することについて見解を伺う。

　多くの公共施設等が老朽化による更新時期
を迎える中、国は公的負担の抑制に資するＰ

ＰＰなど官民連携手法導入を推進しており、水産
市場再整備でも検討事項の一つと考えている。
　民間ならではの豊かな発想により新たな価値の
創造が期待でき、魅力的な施設整備につながると
の認識から、導入の可能性について研究を進める。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦豚熱（ＣSＦ）対策

老朽化が進む公設水産市場の再整備
官民連携手法の導入も含めて検討を

　宮原　元紀

　平成29年に策定された小田原市消防署所再
整備計画に基づき、国府津出張所が成田出張

所に統合移転となり、国府津地区の住民は火災発
生時の消火活動に不安を感じている。
　令和元年５月に国府津地区の３者（消防団第18
分団、自治会連合会、社会福祉協議会）が連名で、
国府津出張所跡地に第18分団器具置場の建て替え
を求める要望書を提出しているが、この要望にど
のように対応していくのか伺う。

　国府津出張所の跡地は、成田出張所の整備
に当たり、消防施設用地とするために一部を

廃止した宗
むね

沢
さわ

公園の代替え公園の候補地として検
討してきた。要望書への対応については、これら
の経緯、要望内容を踏まえ、地域住民の意見を丁
寧に聞きながら対応していきたいと考えている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦近年の自然災害対策における消防力の充足
◦公園の整備　など

国府津出張所跡地の活用方法
地区住民からの要望への対応は

　神戸　秀典

　生理用品に十分にお金がかけられない「生
理の貧困」が社会問題となっている中、市民

生活に寄りそうサービスの一環として、公共施設
トイレに生理用品を設置することは、市のアピー
ルや男女格差について、社会への問題提起となる
と考えるが、市の見解を伺う。

　全国の自治体で、コロナ禍の貧困対策とし
て、寄附や備蓄された生理用品を試行的に無

償配布する動きがあることは承知している。国で
もコロナ禍における女性の健康支援の一つとし対
策を拡充してきている。
　そうした支援等を契
機として、暮らしやす
い社会をつくっていく
ことが求められている
と考えている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦小田原市における性教育
◦公立小中学校におけるIＣT教育

貧困対策や女性活躍推進の一環として
公共施設トイレへ生理用品の設置を

　鈴木　敦子

　東日本大震災から10年が経過したが、津波
被害で危惧するのは市立病院への影響である。

病院は医療機器が損傷すると、医療機能の停止・
崩壊につながりかねないため、新病院の建設に当
たり、建設には賛成するものの、現地再建には反
対であり、丘陵地での建設を訴え続けてきたとこ
ろだが、市の見解を伺う。

　新病院の建設場所である現市立病院敷地は、
本市の津波被害が最大とされる「相模トラフ

沿いの海溝型地震（西側モデル）」の津波浸水想
定において、津波による浸水は想定されていない。
その上で患者や医療従事者のアクセス、救急車に
よる患者搬送の迅速性、ヘリポートの設置要件へ
の適合などを踏まえ、現地再建とし、看護師宿舎
の解体や事業者選定に着手したところである。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦�コロナ禍での今こそ、２市８町合併は必然と思うが見
解を伺う　など

新たな市立病院の建設
津波被害への対応は

　杉山　三郎
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一般質問・６月定例会の賛否一覧・陳情の採決結果

　歴史的に県西地域は、足柄上と足柄下の二
郡で構成されており、その歴史的経緯、地勢

等に鑑みれば、県立足柄上病院、小田原市立病院
のそれぞれに周産期医療の拠点を持つのが至当で
ある。医師偏在等の解消は県の任務であり、不採
算地域・部門への医師の確保は県の役割と考える。
　市として県に対し、足柄上病院の常勤産科医の
確保による、産科機能の回復と存続を訴える必要
があると考えるがいかがか。

　令和３年３月に「小田原市立病院と県立足
柄上病院との連携・協力の方向性」を３者で

定めたところであるが、足柄上病院の産科の存続
は、県および県立病院機構において、県西構想区
域における足柄上地域の医療機関の状況や医療ニー
ズを踏まえ、判断される。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルス感染症対策
◦「第６次小田原市総合計画」策定　など

県立足柄上病院の産科機能
回復と存続を訴えるべきでは

　岩田　泰明
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意見書案第１号　豊かな学びの実現に向け
たさらなる教職員定数改善と令和４年度政
府予算に係る意見書

可
決○○○○○○○○○○××※××○××○○○○×○○○○

※議長は採決に加わりません� ○：賛成　　×：反対
・全11件のうち、賛否が分かれた議案のみ掲載しています。
・全議案および陳情の賛否については、ホームページでご覧になれます。

陳情の採決結果
件　　　　　　　　　名 結　果

「国にゆたかな学びの実現にむけたさらなる教職員定数改善と、2022年度政府予算
に係る意見書提出」を求める陳情 採　択

　栄町小八幡線の広小路南交差点から緑町駅
東交差点を結ぶ区間が、令和３年３月16日に

供用開始となった。緑町駅東交差点の鴨宮方面へ
の右折レーンを多くの車両が直進し、松田方面へ
向かう車両と交錯するなど、多くのドライバーが
危険を感じている。このことへの市の対応やその
後の状況の変化について伺う。

　市としても供用開始後の状況は確認してお
り、当面の対策として、直進車両が右折レー

ンに進入しないよう誘導看板を設置するとともに、
継続的に交通量調査を実施している。その結果、
平日のピーク１時間あたりの交通量約500台のうち、
供用開始直後140台あった誤進入車両が、５月末
には５台まで減少してきている。
　今後も、道路管理者である県や交通管理者であ
る県警本部と連携してさらなる対策を講じていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦歴史的建造物利活用
◦守屋市長公約「地域経済」分野の「おだPAY」発行

緑町駅東交差点供用開始後の
状況とその対応は

　井上　昌彦
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☆次号の議会だより（令和３年11月１日発行予定）は、
　９月定例会の概要です。

9月定例会の一般質問の一部をJ：COMチャンネル
（地デジ11ch）で録画放送します。
（放送予定日：9月25日㈯・9月26日㈰）

９月定例会の予定
9／1㈬

本会議（第1日目）
提出議案等の説明

9／6㈪
本会議（第２日目）
議案に関する質疑
議会広報広聴常任委員会

9／7㈫ 総務常任委員会

9／8㈬ 厚生文教常任委員会

9／9㈭ 建設経済常任委員会

9／15㈬
本会議（第３日目）
各常任委員長審査結果報告
議案等の採決、一般質問

9／16㈭
本会議（第４日目）
一般質問

9／17㈮
本会議（第５日目）
一般質問

9／21㈫
本会議（第6日目）
一般質問

9／22㈬

本会議（第7日目）
一般質問
決算認定案の説明など
決算特別委員会
議会広報広聴常任委員会

9／24㈮
決算特別委員会（書類審査・一般
会計）

9／27㈪
決算特別委員会（書類審査・一般
会計・特別会計・企業会計）

9／28㈫ 決算特別委員会（現地査察）

10／1㈮ 決算特別委員会（総括質疑、採決）

10／6㈬
本会議（第8日目）
決算特別委員長審査結果報告、議
案等の採決

市議会アンケートご協力のお礼

　インターネット調査により、令和３年３
月10日から５月31日まで「市議会アンケー
ト」を実施したところ、149人の方から回
答をいただきました。この場をお借りしお
礼申し上げます。
　現在、回答の分析等を行っておりますが、
回答者の属性や単純集計の部
分についてまとめたものを速
報として、市議会ホームペー
ジに掲載しています。

　４名の議員が全国市議会議長会から議員在職
10年の表彰を受けましたので、令和３年６月２
日（水）に、議場において伝達式を執り行いま
した。

木村  正彦  議員 鈴木  紀雄  議員

鈴木  敦子  議員 井上  昌彦  議員


